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1。はじめに
わが四の祖先は長い歴史の中で集団生活を営みながら独自の生活文化を発展
伝承させてきた. それらの文化の中で、ハレの側面を示す祭りに象徴される伝
統的年中行事は、その社会集団が長年培ってきた文化的資産を示すものとして
各世代を通じて大切に引き継がれてきた。
近年の急激な工業化の中で、このような年中行事も多様化の波を受けて変貌
しつつあることは周知の事実であL)、さらに園権化の中で新しく個人的あるい
は各家庭毎で行われる新しい年中行事が加わってきたことも事実である. しか
し上述のごとくそれら年中行書が持つ文化的資産としての本葉には変わりはな
いといえる. このような文化的に重要な意味を持つ年中行事に対して、平成4
年度から小学校生活科にその題材が取り上げられ始めた点は注巨=こ価する. た
だその内容は行事の事象としての紹介のみにとどまり、生活文化の視点から行
事の持つ意味や行事にこめられた人々の思い、行事を媒介として人と人との交
わりの持つ意味など民俗学的内容を教材化しているとは言えない。 さらに、家
庭科においてはそれを特定した題材は取り上げられていないのが現状である.
しかしながら、もともと生活科や家庭科のような生活学習においては、日常生
活の中で伝統的、慣習的に営まれてきた事柄や行為のうちから選択した題材に
おいて、単に自然科学的に把握と理解を深めるだけではなく、生活文化の創造
という視点をふまえながら、その題材を社会的文化的に把握しながら. それら
を実生活に実践してこそ真の意義づけがなされるものと首えよう。 このような
観点に立つとき、生活文化の一つである年中行事は、それを通して余暇時間の
充実、家庭や地域の人々との交流に加え、日常生活にけじめやリズムを与え、
伝統的生活文化の理解の上にたち、日々の生活の中で新しい生活文化を創造す
る生活者主体の教育という視点からは、意義ある教材と考えられる. そこで
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本研究では、生活文化としての年中行事の教材化を考えるにあたって、まず
子どもと年中行事の関わりの臭腺を把握することにより、生活学習の-環と
しての基礎的資料を得ることを目的とした.
2.方法
年中行事は伝統的には信仰的要素及び集団全体が参加する槻動的要素を含む
との定義もあるが、その本質としては、常の仕事を休んで行う特別な生活様式
があt)、古典的な様式を繰tJ返すことによって、ある精神的安定感を得るとい
ういわば生活にアクセントをつける意味がある. その意味に焦点を合わせるな
ら行事の実施主体を問う必要もないことから実施主体にはこだわらず、全国的
に行われている可能性が高いと考えられる以下にあげる24の行事を取り上げ、
集合法によるアンケート綱蜜を実施した.
(1)伝統的家虚行事の中からr正月」r節分」「ひな祭り」r寺の彼岸・墓参
L)Jr子供の日Jr七夕Jrお盆Jr軟の彼岸・墓参り」「月見」「七五三」
「大晦日」の11の行書
(2)伝統的地域行書の中からrどんど焼き」r盆踊り」「夏祭り(花火大会
を含む)J「秋祭L)」の4行書
(3)家族の行事の中から「母の日Jr父の日」「敬老の日」「自分の誕生日」
r家族の誕生日」r法書」の6行事
(4)外国から入ってきたLJ近年普及した新しい行事の中から「クリスマス」「
バレンタインデー」「ホワイトデー」の3行事
調査対象者には、筆者の一人が教職の甥としている地区で結果を活かすこと
を年頭に置いて、表1に示すように北九州市二地区の小学校の2、4、6年生の
470人と、2年生の保護者151人を選定し. 、1992年12月から1993年l月末
にかけて調査を実施した.
調査内容としては、先述の年中行事について、小学生の記憶に残っている実
態を閑べるとともに行書に対する思い出やニーズについても回答を求めた.
3.JSjUfcJ:初
3。l年中行事の理知鹿
本研究にて選択した24の年中行事につき年齢的に聴知能力が低いと考えられ
る小学2年生を除き、各行書について知っていたかどうかという投間にして回
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対象校 ・* 駐布教 有効旬等敵(I)
2年 54 51(94.4)
4年 73 73(10.0
6年 54 52(96.2〉
北九州立
E小学校
(市砺地)
2年 104 10(96.1〉
4年 91 91(10.0)
8年 103 103(10.0)
wamm
lr軸圧遍叫777?iその穐
図1年中行事の真綿主体別鯵加状況
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表2楽しみにしている年中行事
1 クリスマス 324(68.9)
2 自分の龍生日 318(67.6)
3 正月 247(52.6)
4 大晦日 57(12.1)
5 群 り 55(ll.7)
6 賓鵬 生日
7 子供の日 47(10.0)
実数()%
図2峯しい思い出をもつ年中行事
答を求めた.
全般的に. 行事の罷知事が8割を通えるものが24行事中18行事を占めて高い.
すなわち、伝統的家庭行書では「正月(98.7%)」r節介(96.2%)」「ひな祭
り(95.3%)」「子供の日(95.0%)」「七夕(98.1%%)」「盆(93.4%)」「七
五三(92.8%)」r大晦日(95.3%)」が、伝統的地域行事ではr盆踊り(87.8%)」
「夏祭り(81.5%)」が.家族の行事ではr母の日(94.7%)」r父の日(94.0%)J
r敬老の日(90.9%)」「自分の要生日(98.1%)Jr泉族の誕生日(90.0%)」が、
新しい行事では「クリスマス(96.5%)」「バレンタインデー(92.5%)」「ホワ
イトデー(90.6%)」がこれに放当する. これに対して、「春秋の彼岸(春49.8
%、秋48.0%)Jrどんど焼き(69.6%)」「秋祭り(51.7%)Jr法事(51.1%)」
は乾知事が低い傾向にある.
この理由としては対象者が称市居住の核家族世帯に属するものが多く、毎年
彼岸に祖先の嘉参I)をする習慣をもつ者が少ないこと、たとえ親連は墓参りを
しても必ずしも子供と一緒に行動するとは限らないことなどが考えられる.
また「秋祭り」については. r夏祭り」ほどには一般化されていないことも考
えられる.
3.2年中行事への参加状況
子どもの年中行事への参加状況を把握するにあたL)、その実施主体と子ども
の参加の場に関連して、r家息」「地域」rその他(趣味、スポーツ活動の仲間
、友人の家、学校等)」の3種類に分け、各行事毎に子どもがどの実施主体の行
事に参加したかを配入させた.
なお、小学2年生のみはその保畦者に妃入しても
らったものを回答に加算してある. この揺黒を各実施主体毎に参加率を算出し
たものを累醸した割合を図1に示した.
(1)伝統的家虚行事に坤して、3つの実施主体のいずれかに参加している者の合
計が100%以上の行書はr正月」「節分Jr七夕」r大晦日」の4行事であ
I)、809も以上が参加しているものが「子供の日」および「お盆」である,
一方、「ひな無IjJについては77%苛とやや参加者が少なく、「彼岸(春
,軟とも)」「月見Jr七五三」の夷施串も8割に満たない.
(2)伝統的地域行事に印して、参加率が80%を盛えて高いのは「盆踊り」と
「夏祭UJである. これらに比べ、r秋祭り」rどんど焼き」は参加率が
かなLJ低い. これは近年の躯市化、多忙社会を反映してか、地域行事の衰
退を物音っているとも考えられるが、一方では比較的参加率の高い行事は
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夏休み中に行われているものであることがわかる.
(3)衣虚の行書に関しては、「自分の誕生日」が100%以上の参加率で最も高
く、ついでr家族の誕生日」「母の日」r父の日」が75%以上、さらに
r敬老の日」と続いている. r法事」のみは60%未満と参加率が低いが、
これは必ずしも毎年行われる年中行事とは異なることと、核家族の場合は
その衣族内で法事が行われることが少ないことによるものと推測される.
(4)新しい行事に関しては、rクリスマス」が130%以上、rバレンタインデー
」が80%以上と参加率が高い。
一方、「ホワイトデー」は60%程度と比較的低い実施率となっている.
しかしこの3つの行暮はいずれも由来等とは関係なく、近年商業戦略に乗せ
られた形で急速に普及してきたものと言える.
3.3年中行事に対する評価
年中行事に対する評価としてはrその年中行事は楽しい思い出として残って
いるか」「その年中行事が来るのを秦しみにしているか」の股間に対する回答
による考察を以下に斌みる.
1)養しい思い出としての年中行車
現重の措黒を図2に示す. 小学生で楽しかったと回答している串が多いのは
、90%以上が「正月」、80%以上がr自分の誕生日」rクリスマス」「節分」
となリ、以下r子供の日」「家族の誕生日」「夏祭り」と続いている.
すなわ
ち伝統的家庭行書では「正月」「節分」r夏祭りJr子供の日」であり、家
族の行事ではr自分の誕生日」「家族の誕生日」、新しい行事では「クリス
マス」となっておI)、前述の参加率の場合とほぼ類似している.
2)養しみにしている年中行事
各対象者に対して秦しみにしている年中行事を3つのみ記述してもらった結
果を回答者教に対する割合で示し多い臓に並べたもののうち10%以上のものを
表Zに示す。
楽しみにしている行書で上位を占めるのは、第1位rクリスマス」、第2位
「自分の誕生日」、第3位「正月」とこの3つに回答が集中している. なお4
位以下についてはr夏祭り」22.7%,「子供の日」10.0%,「バレンタイン
デー」22.7%と続いている.
3.4主な年中行事と人との交流の実態
1)正月
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小学生が調査当時の正月(1993年)に過ごした場所ついては、自宅のみ
171(36.8%)、親戚の家165(35.19飢自宅及び親戚の泉90(19.1%)、旅
行とよその家22(4.7%)、自宅とよその泉21(4.5%)であり、親戚を訪問して
いる者が255(54.3%)と過半数を占めた.
つぎに交流相手については家族だけ90(19.1%)、家族と親戚321(68.
3%)、家族と親戚とよその人58(12.3%)であり、親戚と交流している者は
379(80.6%)を占め、これらの轄黒から正月が親戚との交流の貴重な機会
であることが親み取れる.
2)夏集り
祭りへの参加状況、人との交流状況、祭りを通して行った行為について調査
を行った. 図3に祭りへの参加状況の調査結果を示す. 祭りの場合は祭りのイ
ベントに対しその準傭や本人自体祭りの担い手になるような雑種的参加をする
場合と見物等の消樋的参加をする場合があるが、積極的参加の割合がきわめて
少ないことがわかる.
次に一緒に祭りを楽し,む相手についての調査結果を図4に示す. 祭りの場
合、交流相手は家族、地域の人、友人に大別されることは当然予測されるが、
この国より小学生の場合、交流は家族中心である実態が明らかに認められる.
図5には祭t)を通して行った行為についての調査結果を示す。 祭りへの棟
権的参加がかなり少ないことがわかる.
3)自分の誕生日
誕生日を楽しみにしている理由について調べた結果を図6に示す. プレゼン
トがもらえるというのが第1位となっているが、実際にプレゼントをもらった
かどうかについては89.1%がもらったと答えている.
プレゼントをもらった相手についての抜致回答を図7に示す. この結果から
現在の小学生の場合はプレゼントについても家族中心指向となっていること
が罷められる.
4)クリスマス
クリスマスを行なった場所及び相手についての調査結果を図8及び図9に示す
自宅で家族とパーティを持つのが主流になっているのが図9より明らかに読
み取れる. また、クリスマスの意義についての珊査結果を図10に示すが、図9
を反映して、「家族と拳しむ」が最も多くなっている.
クリスマスプレゼントの交換についての珊査結果を図11に示す. 家族中心の
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クリスマスの場合は小学生が衣族全員または一部の人からプレゼントを一方的
にもらうことは十分に考えられるから図11はクリスマスの家族中心化傾向を示
したものとも考えられる。
4.結論
年中行事の教材化のための基礎資料を得ることを目的として、現在の小学生
の状況を朝生することにより、次の知見を得た.
(1)全国的に行われている可能性が高いと考えられる年中行事24項目について
評価の高いのは、「正月Jr自分の誕生日」「クリスマス」であることがわ
かった.
(2)人との交流という視点から年中行事を見た場合、r正月」は親戚と交流を持
つ貴重な社会を捷供していること、及び「夏祭り」r誕生日」「クリスマス
」について、小学生では家族との交流が主流になっているという点が把握でき
た. この点では年中行事家虎という舶場の出し物として新しく意味づける試
みは注目に価する.
以上の知見から、年中行書といえとも時代につれて社会状況の変動の影響を
顕著に受けていることに鑑み、昔から続いている行事であt)対象者にとって
もずばぬけて評価の高いr正月」についてさらに追求すべきであるとの示唆
を得た.
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